
月例研究発表要目

第97回　昭和56年1月28日　田辺秀樹　r寄席芸人としてのヴェーデキン

　ト」

第98回　昭和56年5月6日　塚田富治　rモアとぺ一コンの間一r劇揚論

　的世界像』は可能か一」

第99回　昭和56年6月3日　森川俊夫　「r人間性』について（その比較文

　化論的考察）」

第100回　昭和56年10月7日　鈴木道彦　rフランスの反ユダヤ主義」

第101回昭和56年11月18日　井上義夫「ロンドン，1915年9月一D、

　H・ロレンスと第一次世界大戦一」

第102回　昭和56年12月16日　秋谷　治　r中世の一老女の咳き一常盤の

　姥の紹介一」

編集後記
　日本人は国際ということぱが好きで，それは日本人がまだ真の意味での国際

人ではない証拠である，という意見がある。たしかに，概念はことぱによって

表現され，それとは対立する状況を想定することによってその概念が生じると

するならば，日本人がr国際性」を志向するには十分な素地があるのかもしれ

ない。しかし，言語ないしは文化という立揚からすると，国家の存在を前提と

して，それによって規定される「国際性」とはどのようなものだろうか。母国

語とか外国語というこ・とばも日本では通用してもr外国語」ではなかなか説明

しづらいr非国際的」な表現かもしれない。この国際性ということぱのr具体

的な内容」に意味を与えるのはやはり我麦自身でなくてはならない。

　語学研究室のメンバーでは，溝口雄三氏と広田昌義氏がそれぞれ東京大学，

京都大学へ移られた。

　　　　　　　　　　　　　＊
　今回も志村俊司氏に編集の実務をすぺて引き受けていただきました。深くお

礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桜井記）
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